
級
別
定
数
の
維
持

２
０
２
４
年
度
の
級
別
定
数

に
つ
い
て
は
、
一
般
会
計
移
行

後
の
業
務
内
容
が
複
雑
か
つ
困

難
の
度
合
い
も
増
し
て
い
る
こ

と
な
ど
を
踏
ま
え
、
級
別
定
数

は
現
状
を
維
持
す
る
こ
と
、
特

に
森
林
官
ポ
ス
ト
の
級
の
切
り

下
げ
は
行
わ
な
い
こ
と
を
求
め

ま
し
た
。

人
事
院
は
、
「
級
別
定
数
は
、

職
務
・
職
責
の
変
化
を
級
別
標

準
職
務
表
に
基
づ
き
、
業
務
の

複
雑
、
困
難
、
高
度
化
等
の
実

情
、
人
員
構
成
、
世
代
間
の
公

平
感
等
も
考
慮
し
な
が
ら
改
定

し
て
い
る
。
ま
た
、
予
算
の
制

約
を
受
け
る
も
の
で
あ
り
、
定

員
と
実
員
に
乖
離
が
生
じ
て
い

る
場
合
は
級
の
切
り
下
げ
の
対

象
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
の

回
答
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
国

有
林
野
事
業
に
つ
い
て
は
、
定

員
削
減
、
組
織
合
理
化
に
よ
り
、

要
員
は
大
幅
に
削
減
さ
れ
て
き

た
中
で
、
業
務
量
と
要
員
実
態

に
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
生
じ
、
職

員
一
人
ひ
と
り
の
職
責
だ
け
が

高
ま
っ
て
お
り
、
級
別
定
数
と

実
員
と
の
乖
離
だ
け
を
理
由
と

す
る
級
の
切
り
下
げ
や
役
減
を

行
う
こ
と
な
く
、
級
別
定
数
を

維
持
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
再

度
求
め
、
人
事
院
本
院
へ
上
申

さ
せ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

労
働
条
件
の

改
善
求
め
る

ま
た
、
①
再
任
用
職
員
の
一

時
金
に
つ
い
て
は
、
現
職
と
同

様
の
月
数
と
す
る
こ
と
、
②
再

任
用
制
度
に
つ
い
て
は
、
生
活

関
連
手
当
（
扶
養
手
当
等
）
が

支
給
さ
れ
な
い
な
ど
、
賃
金
、

手
当
が
低
位
に
押
さ
え
込
ま
れ

て
お
り
、
現
職
と
の
均
衡
を
図

る
こ
と
、

③

55
歳
を
超
え
る

職
員
の
昇
給
号
俸
数
の
制
限
は

廃
止
す
る
こ
と
、
④
国
有
林
に

お
い
て
は
現
に
単
身
生
活
を
し

て
い
る
職
員
で
あ
っ
て
も
、
官

署
の
異
動
が
生
じ
て
い
な
い
こ

と
を
理
由
に
支
給
対
象
と
な
ら

な
い
職
員
が
い
る
こ
と
か
ら
、

単
身
の
実
態
が
あ
れ
ば
支
給
対

象
と
す
る
こ
と
な
ど
の
労
働
条

件
課
題
の
改
善
を
求
め
ま
し
た
。

人
事
院
四
国
事
務
局
交
渉
で

は
、
時
間
的
な
制
限
も
あ
り
、

全
分
会
か
ら
の
発
言
の
時
間
が

な
く
、
大
栃
分
会
及
び
安
芸
分

会
か
ら
代
表
し
て
実
態
改
善
を

求
め
ま
し
た
。

大
栃
分
会
の
川
村
副
委
員
長

か
ら
は
、
非
常
勤
職
員
の
年
次

休
暇
に
つ
い
て
は
、
年
度
当
初

か
ら
付
与
さ
れ
な
い
こ
と
で
、

非
常
勤
職
員
の
確
保
へ
の
影
響

も
生
じ
か
ね
な
い
こ
と
か
ら
、

６
ヶ
月
間
の
継
続
勤
務
の
要
件

を
改
め
、
継
続
勤
務
し
て
い
る

の
で
あ
れ
ば
、
雇
用
当
初
か
ら

の
年
休
付
与
を
認
め
る
こ
と
を

求
め
ま
し
た
。

安
芸
分
会
の
芹
口
書
記
長
か

ら
は
、

結
婚
休
暇
の
取
得
要

件
に
つ
い
て
は
、
「
結
婚
の
日

の
５
日
前
か
ら
当
該
結
婚
の
日

後
１
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の

間
に
お
い
て
、
連
続
す
る
５
日

の
範
囲
内
」
と
さ
れ
て
い
る
中
、

職
場
の
業
務
上
の
実
態
を
含
め

取
得
し
ず
ら
い
こ
と
か
ら
、
期

間
の
拡
充
を
含
め
て
そ
の
取
得

要
件
を
緩
和
す
る
よ
う
求
め
ま

し
た
。

人
事
院
か
ら
の
回
答
は
、
本

院
へ
上
申
す
る
と
の
内
容
に
と

ど
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
人
事
院

四
国
事
務
局
か
ら
は
、
労
働
組

合
側
の
意
見
、
国
有
林
の
業
務

実
態
等
を
考
慮
し
た
検
討
が
必

要
と
の
認
識
が
一
定
示
さ
れ
て

お
り
、
引
き
続
き
、
公
務
員
労

働
者
の
労
働
条
件
改
善
に
向
け

て
は
、
労
働
組
合
側
の
意
見
を

聞
い
て
対
応
し
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
交
渉
を
終
了
し
ま
し
た
。
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先
月

22
日
に
投
開
票
が
行
わ

れ
た
高
知
・
徳
島
選
挙
区
の
補

欠
選
挙
が
行
わ
れ
、
林
野
労
組

が
推
薦
す
る
広
田
一
氏
が
無
事

当
選
を
果
た
し
た
が
、
補
欠
選

と
あ
っ
て
か
徳
島
県
が

23
％
、

高
知
県
が

40
％
と
両
県
と
も
に

衆
院
選
と
し
て
は
過
去
最
低
の

投
票
率
と
な
っ
た
。
ラ
ジ
オ
や

テ
レ
ビ
で
言
っ
て
い
た
「
選
挙
っ

て
大
事
じ
ゃ
な
い
の
？
」
と
子

ど
も
が
言
っ
て
い
た
の
に
有
権

者
は
何
を
し
て
い
た
の
か
…
▼

気
づ
け
ば
選
挙
も
終
わ
り
、
す
っ

か
り
季
節
は
秋
と
な
っ
た
。
山

で
は
紅
葉
が
見
頃
を
迎
え
、
近

所
で
は
ゆ
ず
の
香
り
が
広
が
る
。

秋
と
言
え
ば
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、

読
書
の
秋
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
る

が
、
な
ん
と
い
っ
て
も
食
欲
の

秋
だ
ろ
う
。
秋
の
果
物
と
言
え

ば
桃
や
栗
、
柿
な
ど
あ
る
が
こ

れ
を
聞
い
て
よ
く
聞
く
こ
と
わ

ざ
が
あ
る
が
お
気
付
き
だ
ろ
う

か
。
桃
栗
三
年
柿
八
年
と
い
う

こ
と
わ
ざ
だ
。
意
味
は
植
え
て

か
ら
収
穫
ま
で
に
何
年
か
か
る

か
を
並
べ
た
も
の
で
「
人
が
技

術
や
知
恵
を
身
に
付
け
よ
う
と

し
て
も
一
朝
一
夕
に
実
現
で
き

る
も
の
で
は
な
く
、
長
い
年
月

が
必
要
」
と
い
う
意
味
を
持
ち
、

そ
れ
相
応
の
時
間
が
か
か
る
も

の
だ
と
教
え
が
含
ま
れ
て
い
る
。

▼
ふ
と
権
利
獲
得
も
同
じ
で
は

な
い
か
と
感
じ
た
。
人
が
欲
し

要
求
す
る
も
の
は
少
な
か
ら
ず

す
ぐ
に
叶
う
も
の
で
は
な
く
、

多
く
の
時
間
を
費
や
す
こ
と
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
▼
よ
り
良

い
社
会
に
す
る
た
め
、
多
く
の

仲
間
の
声
を
上
げ
る
こ
と
で
少

し
で
も
早
く
実
る
権
利
も
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。
（
の
り
）

◇
請
負
事
業
体
等
の
重
大
災
害
の
発
生
に
つ

い
て
（
北
海
道
局
）
（
９
／

28
）

◇
森
林
管
理
局
選
考
採
用
試
験
（
係
長
級
）

の
実
施
に
つ
い
て
（

10
／
５
）

◇
公
務
災
害
の
発
生
状
況
（
９
月
期
）
に
つ

い
て
（

10
／
７
）

◇
人
材
情
報
統
合
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
年

末
調
整
に
つ
い
て
（

10
／

11
）

◇
希
望
調
書
の
作
成
等
（
人
材
情
報
統
合
シ

ス
テ
ム
で
の
入
力
）
（

10
／

23
）

10
月

22
日
に
投
開
票
が
行
わ
れ
た
参
議

院
議
員
補
欠
選
挙
（
徳
島
・
高
知
選
挙
区
）

に

つ

い

て

は

、

林

野

労

組

が

推

薦

し

た

「
広
田
は
じ
め
（
無
所
属
）
」
さ
ん
が
当

選
し
ま
し
た
。
徳
島
・
高
知
で
合
区
が
導

入
さ
れ
た
２
０
１
６
年
の
参
議
院
選
挙
以

降
４
回
目
の
選
挙
で
野
党
系
候
補
の
勝
利

は
初
め
て
と
な
り
、
岸
田
政
権
の
批
判
票

の
受
け
皿
と
な
っ
た
と
い
え
ま
す
。

10
月

22
日
に
投
開
票
が
行
わ
れ
た
高
知

県
南
国
市
議
会
議
員
選
挙
で
は
、
大
栃
分

会
が
推
薦
し
た
「
今
西
た
だ
よ
し
（
社
民

党
公
認
）
」
さ
ん
が

10
期
目
の
当
選
を
勝

ち
取
り
ま
し
た
。

開
票
が
進
む
中
、
選
挙
事
務
所
に
は
、

地
域
の
支
援
者
、
労
働
組
合
関
係
者
が
駆

け
つ
け
、
当
選
が
決
ま
る
と
大
き
な
拍
手

で
喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

10
月

24
日
、
地
本
は
、
高
知
県
内
（
四
万
十
・
嶺
北
・
大
栃
・
安
芸
・
局
）
分
会
と
合
同
で
人
事
院
四
国
事
務
局
交
渉
を
実
施
し
ま
し
た
。

要
求
書
に
つ
い
て
は
、
本
部
要
求
書
を
踏
ま
え
、
こ
の
間
、
地
本
と
し
て
人
事
院
交
渉
で
要
求
し
て
き
た
課
題
を
盛
り
込
み
提
出
し
ま
し
た
。

交
渉
で
は
、
地
本
よ
り
要
求
の
主
旨
説
明
を
行
い
、
人
事
院
四
国
事
務
局
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
を
受
け
、
一
定
の
議
論
を
行
い
、
「
提
出
さ
れ
た

要
求
書
及
び
、
労
働
組
合
か
ら
の
意
見
等
に
つ
い
て
は
、
そ
の
内
容
を
踏
ま
え
た
人
事
院
本
院
で
の
検
討
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
責
任
を
持
っ
て
本

院
へ
上
申
す
る
」
と
の
内
容
を
確
認
し
、
要
求
内
容
に
つ
い
て
は
、
本
院
へ
上
申
さ
せ
ま
し
た
。

▼
発
言
す
る
川
村
副
委
員
長
（
大
栃
分
会
）
、
芹
口
書
記
長
（
安
芸
分
会
）



10
月

19
日
、
公
務
員
連
絡

会
（
委
員
長
ク
ラ
ス
交
渉
委
員
）

は
、
河
野
国
家
公
務
員
制
度
担

当
大
臣
と
の
交
渉
を
実
施
し
、

今
年
の
人
事
院
勧
告
の
取
扱
い

に
つ
い
て
、
勧
告
ど
お
り
給
与

法
等
の
改
正
を
行
う
よ
う
回
答

を
求
め
ま
し
た
。

河
野
国
家
公
務
員
制
度
担
当

大
臣
か
ら
は
、
「
今
年
度
の
国

家
公
務
員
の
給
与
の
取
扱
い
に

つ
い
て
は
、
人
事
院
勧
告
制
度

尊
重
の
基
本
姿
勢
の
下
、
検
討

を
続
け
た
結
果
、
勧
告
ど
お
り
、

給
与
改
定
を
行
う
こ
と
を
閣
議

決
定
す
る
方
向
で
あ
る
」
等
の

回
答
を
引
き
出
し
ま
し
た
。

公
務
員
連
絡
会
と
の
交
渉
経

過
を
踏
ま
え
、

政
府
は
、

10

月

20
日
に
第
２
回
給
与
関
係

閣
僚
会
議
を
開
き
、
本
年
の
人

事
院
勧
告
を
勧
告
ど
お
り
実
施

す
る
方
針
を
決
定
し
、
そ
の
後

の
閣
議
で
国
家
公
務
員
の
給
与

に
つ
い
て
、
８
月
７
日
の
人
事

院
勧
告
ど
お
り
改
定
を
行
う
こ

と
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
同
日
に
招
集
さ
れ
た

第
２
１
２
臨
時
国
会
に
給
与
法

改
正
案
等
の
関
連
法
案
が
提
出

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
後
は
、
国
会
で
の
給
与
法

等
改
正
案
が
審
議
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
公
務
員
連
絡
会
は
給
与

法
等
の
改
正
に
向
け
た
国
会
対

策
を
強
化
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

【
荒
牧
通
信
員
・
青
女
】

10
月

14
日
、
高
知
県
平
和

運
動
セ
ン
タ
ー
主
催
の
ピ
ー
ス

セ
ミ
ナ
ー
に
、
青
年
女
性
委
員

会
か
ら
４
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

高
知
県
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー

が
企
画
し
た
「
ピ
ー
ス
セ
ミ
ナ
ー
」

は
、
平
和
・
人
権
・
環
境
に
係

る
運
動
課
題
を
次
世
代
に
継
承

し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、

10
月
コ
ー

ス
と

し
て
①
「
さ
よ
な
ら
原
発
。
自

然
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
時
代
」

（
山
﨑
秀
一
・
高
知
県
平
和
運

動
セ
ン
タ
ー
顧
問
）
、
②
「
差

別
の
現
状
と
人
権
確
立
に
向
け

て
」
（
村
上
裕
亮
・
部
落
解
放

同
盟
高
知
県
連
合
会
書
記
長
）

か
ら
の
講
義
を
受
け
、
原
発
政

策
の
問
題
点
や
、
部
落
差
別
を

は
じ
め
、
人
権
を
守
る
運
動
を

進
め
て
い
く
必
要
性
な
ど
に
つ

い
て
学
習
を
深
め
ま
し
た
。

普
段
か
ら
学
習
の
機
会
が
少

な
い
中
で
、
改
め
て
学
習
活
動

を
行
っ
て
い
く
必
要
性
を
考
え

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
ピ
ー
ス
セ
ミ
ナ
ー
は
、

９
月
期
、

10
月
期
、

11
月
期

と
３
回
企
画
さ
れ
て
お
り
、
第

３
回
目
は

11
月

11
日
（
土
）

と
な
っ
て
お
り
、
林
野
労
組
青

年
女
性
員
会
か
ら
も
積
極
的
に

参
加
し
て
い
ま
す
。

10
月
３
日
、

地
本
は
、

徳

島
市
で
、
徳
永
え
り
参
議
院
議

員
（
北
海
道
選
挙
区
・
３
期
）

と
、
森
林
・
林
業
に
関
わ
る
課

題
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
実

施
し
ま
し
た
。
意
見
交
換
に
は
、

地
本
及
び
徳
島
分
会
（
２
人
）
、

林
退
会
徳
島
支
部
（
２
人
）
が

参
加
し
ま
し
た
。

今
回
の
意
見
交
換
は
、
立
憲

民
主
党
の
「
農
林
水
産
キ
ャ
ラ

バ
ン
」
と
し
て
、
立
憲
民
主
党

が
進
め
て
い
る
農
林
水
産
政
策

に
、
現
場
の
声
を
反
映
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
に
全
国
各
地
で
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
林
業
の
現
場
の
課

題
と
し
て
、
①
木
材
価
格
の
問

題
、
②
林
業
労
働
者
の
確
保
、

林
業
事
業
体
の
育
成
、
③
木
材

輸
送
を
担
う
ド
ラ
イ
バ
ー
の
確

保
、
④
野
生
鳥
獣
害
対
策
な
ど

に
つ
い
て
約
一
時
間
半
程
度
の

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

徳
永
議
員
か
ら
は
、
林
業
が

抱
え
る
多
く
の
課
題
に
つ
い
て

改
め
て
認
識
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
た
と
の
感
想
と
、
引
き
続

き
、
全
国
各
地
で
現
場
の
声
を

聞
い
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

な
ど
の
内
容
が
話
さ
れ
、
今
後

の
運
動
に
向
け
て
も
有
意
義
な

意
見
交
換
と
な
り
ま
し
た
。
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林
野
労
組
四
国
地
本
の
友
誼
団
体
で
あ
る
「
高
知
県
緑
の
環
境
会
議
」
は
、
「
渓
畔
林
保

全
対
策
の
現
状
と
課
題
」
と
題
し
て
、

11
月

12
日
（
日
）

13
時

30
分
か
ら
、
四
国
森
林
管

理
局
２
階
大
会
議
室
で
講
演
会
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

「
高
知
県
緑
の
環
境
会
議
」
は
、
山
村
の
激
し
い
過
疎
化
、
深
刻
な
林
業
危
機
、
森
林
・

緑
の
荒
廃
問
題
に
対
し
て
、
美
し
い
自
然
と
調
和
の
と
れ
た
豊
か
な
環
境
を
守
り
育
て
る
こ

と
が
後
生
に
対
す
る
最
大
の
責
務
で
あ
る
と
し
、
緑
と
森
林
を
守
り
育
て
、
自
然
と
の
共
生

の
中
に
最
適
な
環
境
を
作
る
た
め
、
必
要
な
諸
活
動
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、
高
知
大
学
農

学
部
教
授
や
有
識
者
、
労
働
組
合
を
中
心
に
１
９
８
７
年
に
設
立
さ
れ
た
学
・
労
連
携
の
組

織
で
す
。

今
年
の
基
調
講
演
は
、
宮
崎
大
学
農
学
部
の
伊
藤
哲
（
い
と
う
さ
と
し
）
教
授
を
講
師
に
、

「
生
態
系
保
全
」
や
「
治
山
治
水
」
に
も
配
慮
し
た
森
林
管
理
の
形
に
つ
い
て
、
森
と
水
を

繋
ぐ
渓
畔
林
の
保
全
を
中
心
に
講
義
を
受
け
、
講
演
会
参
加
者
間
で
共
通
認
識
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
昨
年
と
同
様
に
、
会
場
参
加

50
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加

85
名
を
上
限
と
し
て
、
参

加
申
し
込
み
手
続
き
を
行
っ
て
お
り
、
組
合
員
の
み
な
さ
ん
で
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

分
会
役
員
へ
問
い
合
わ
せ
を
お
願
い
し
ま
す
。

高
知
市
長
選
挙
に
つ
い
て
は
、

11
月

19
日
告
示
、

11
月

26

日
投
開
票
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
現
時
点
で
は
、

現
職
の
岡
崎
せ
い
や
氏
（
無
所
属
）
の
ほ
か
、
前
高
知
県
議
会

議
員
の
桑
名
龍
吾
氏
が
自
民
党
の
党
籍
を
保
持
し
て
無
所
属
で

立
候
補
を
表
明
し
て
い
ま
す
。

地
本
は
、
①
２
０
０
３
年
当
時
（
１
期
目
）
か
ら
、
こ
れ
ま

で
の
選
挙
に
お
い
て
、
岡
崎
誠
也
氏
を
推
薦
し
て
き
た
こ
と
、

②
連
合
高
知
も
岡
崎
誠
也
氏
を
推
薦
し
、
連
合
に
結
集
す
る
各

構
成
組
織
も
推
薦
し
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
こ
と
等
を
踏
ま

え
、
現
職
の
「
岡
﨑
せ
い
や
」
氏
を
推
薦
決
定
し
て
い
ま
す
。

高
知
市
在
住
の
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願

い
す
る
と
と
も
に
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。


